
会　議　録 令和６年10月21日作成 令和10年３月末日廃棄

会議名 　京都府上京警察署協議会（令和６年度第２回）　

開催日 　令和６年９月10日（火曜日）

時　間
１　午後１時から午後１時30分までの間（30分） 

２　午後２時30分から午後３時30分まで（60分）

場　所
１　京都府上京警察署　講堂 

２　京都府警察航空隊

 　山田会長、北川副会長、大橋委員、坂本委員、岡本委員、出嶋委員、栗原委員、 

 　ハッカライネン委員 

出席者
 　（欠席　長谷川委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計８人　

 

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長、 

　交通課長、警備課長、広聴相談係長　　　　　　　　　　　　　　　　計10人

諮　問 　
災害対策について

事　項

 １　署長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　副署長 

 ２　会長挨拶 

 ３　協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　会長 

 　(1) 諮問事項説明 

 　　  災害対策について～警備課長 

 【委員】日頃から署長始め署員の皆様には上京区内の治安維持に努めていただき、

 　　　大変感謝している。 

会　議 　　　　本年元旦、能登半島に発生した地震を皮切りに、気候変動とも思われる猛

内　容 　　　暑が続いた中、数日前には近畿地方をまともに遅く強く横断した台風１０号

 　　　が発生した。 

 　　　　私も今月各種の会合を予定していたが、台風がもたらす想定外の事態を予

 　　　測して日程変更を余儀なくされた。結果、台風による影響はなかったが、皆

 　　　が災害について高い関心を寄せているのは周知の事実である。 

 　　　　災害対策は、一つの組織だけで対応できるものではない。行政、警察、消

 　　　防、地域自治などの連携が必要不可欠である。 

 【委員】災害が発生した場合、指揮の本拠地はどこに設置し、指揮権は誰にあるの

 　　　か。自衛隊も同一か。 



 【警察】京都府では、京都府庁内に京都府知事を本部長として災害対策本部を設置

 　　　し、実働指揮は京都府危機管理対策室が行っている。自衛隊には援助要請を

 　　　行う。 

 　　　　当署では、上京区役所との連携を円滑にするため、訓練を実施している。 

 【委員】自治会では防災を重視したハザードマップを作っている。 

 【委員】外国人への対策はどのように行っているのか。避難を迅速にするために、

 　　　「英語表記」、「指差し図」、「やさしい日本語」などのツールはあるのか。 

 【警察】避難については、日本人と同じく行政と共に避難所へ誘導を行うことにな

 　　　る。京都市が発行するハザードマップが区役所に常備されている。この機会

 　　　に確認してほしい。 

 【委員】外国人居住者にハザードマップのことを伝えられるように、町内会長にも

 　　　伝えておいてほしい。 

 　　　　他県で作成されている外国人用ウェブツールを見ると、上京区内でも使え

 　　　るように思う。行政で検討を願いたい。 

 【委員】ウェブツールを含め「やさしい日本語」で伝えることは、一番多くの人に

 　　　伝わることになる。区役所での訓練でも徐々に「やさしい日本語」で言い換

 　　　えるようになってきている。しかし災害は待ってくれない。一層の努力が必

 　　　要である。 

 【委員】外国語は大きな課題となっている。外国人の居住実態が自治体で把握でき

会　議 　　　ていないのが実情である。また学区が違えばハザードマップの様相も変わっ

内　容 　　　てくる。各学区で作ったマップを連携するべきである。 

 【委員】外国人居住者ももちろんのことであるが、災害時は観光客の方も同じ被災

 　　　者になる。その時の対応が課題であると考えている。 

 【委員】上京区は独居高齢者が特に多い。私の学区は災害が起こった場合、「まずは

 　　　寺へ」という意思統一がされている。私の寺は町内の人なら誰もが知ってい

 　　　る場所であり、そこに一旦皆が集まる。誰が来ていないかが分かる。来てい

 　　　ない人がいた場合、家まで迎えに行く。その後、皆で避難所に避難するとい

 　　　う方法をとっている。 

 【委員】今回は警察の立場で話をしていただいたが、災害は地域全体で協力するこ

 　　　とが大事、まずは家庭の危機管理、次に近所、自治会、学区へと広げていく。

 　　　発生直後は警察や消防はすぐには来られないということを前提に地域の者が

 　　　協力しなければならない。 

 　(2) その他（航空隊視察を終えて各委員の意見） 

 　　・　貴重な体験ができた。知識・経験・そして人との絆の大切さを感じた。 

 　　・　京都にヘリポートがあることを知らなかった。 

 　　・  命懸けで運んで来られた患者さんの命をつなぐのが私たち医療従事者の使

 　　　命である。 

 　　・  これぞヘリコプターの平和利用であると実感した。 

 　　・  命懸けで活動してくれていることに頭の下がる思いであった。専門職の方

 　　　による日々の訓練のたまものである。 



 　　・　区役所にも災害時の役目があり、改めて訓練の重要性を認識した。 

 　　・　隊員の皆様のお陰で命が救われていると思う。災害防止に係る設備投資、

会　議 　　　施設の充実、隊員の増員を求めていくべきである。 

内　容 ４　事務連絡 

　　令和６年度第３回京都府上京警察署協議会は、令和６年12月10日開催の予定で

　ある。 

                                                                 　　以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２回京都府上京警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


